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指 導 教 員 及 び 研 究 分 野                     

【 生命システム科学専攻 博士課程前期・博士課程後期 】 

 

出願を希望する者は、出願前に入学後の研究等について指導を受けようとする教員と必ず相談してください。 

下記の「指導教員」欄に記載のメールアドレスにメールするか、又は県立広島大学庄原キャンパス事務部教学課を

通じて連絡してください。 

 

【県立広島大学 庄原キャンパス事務部教学課】 

       〒727-0023 広島県庄原市七塚町5562番地 

        電話（0824）74-1700  ﾌｧｸｼﾐﾘ（0824）74-0191 

          ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ pusnyusi@pu-hiroshima.ac.jp 

 

分野 職名 
指導教員・担当授業科目・ 

問合せ先 
研究分野の概要 主な研究指導テーマ 

応 
 

用 
 

生 
 

命 
 

科 
 

学 

教 授 安藤 杉尋 
○分子植物病理学 
 
sando@pu-hiroshima.ac.jp 
 
 
 

自然界において植物は常に病原体からの

攻撃に曝されている。病害による農産物

の減収を防ぐためには、植物の病害抵抗

性機構や病原体の感染戦略を理解するこ

とが重要である。本研究室ではアブラナ

科野菜根こぶ病を中心とし、様々な病原

体の植物との相互作用や、環境微生物の

影響などを分子生物学的に解析する。 

・アブラナ科野菜根こぶ病菌の感染戦略の 

解析 

・アブラナ科野菜根こぶ病抑制活性を有す 

る微生物の探索 

・ササゲのキュウリモザイクウイルス抵抗 

性の解析 

・イネもみ枯細菌病抑制活性を有する細菌 

の解析 

・植物免疫のプライミングの解析 

教 授 伊原 伸治 

○細胞外マトリックス工学 

細胞外マトリックス工学特論 

 
ihara@pu-hiroshima.ac.jp 
 
 
（博士課程前期のみ） 

 

基底膜の損傷は、皮膚老化の一因です。線

虫C. elegansの可視化基底膜を用いて、

基底膜構築原理の解析、さらに基底膜の

損傷を抑制する生物資源物質の探索とそ

の作用機序の解析を行う。 

・C. elegansを用いた基底膜の可視化 

・基底膜タンパク質の局在機構の解析 

・基底膜損傷を抑制する生物資源の探索  

・小胞体のフォールディング機構の研究  

・器官サイズを維持する分子機構の研究  

教 授 金岡 雅浩 
○植物分子遺伝学 
植物分子遺伝学特論 
 
mkanaoka@pu-hiroshima.ac.jp 

被子植物の有性生殖は、雄の組織（精細

胞・花粉管）と雌の組織（胚珠・雌性配偶

体）との複雑な相互作用により達成され

る。我々は花粉管を胚珠まで誘引する「花

粉管ガイダンス因子」に着目し、その機能

ドメインや種間多様性について解析して

いる。また、植物の環境応答と発生との関

わりについても研究している。 

・植物有性生殖 

・花粉管ガイダンス因子の機能ドメインの

解析 

・新規花粉管ガイダンス因子の同定 

・生殖に関わる細胞で発現する遺伝子の探

索と機能の同定 

・花粉の発生 

・環境に応答した気孔の発生機構の解明 

教 授 齋藤 靖和 
細胞機能制御学 
細胞機能制御学特論 
 
ysaito@pu-hiroshima.ac.jp 

人体において様々なストレスによって生

じる生体傷害/細胞死を人為的制御（細胞

死の防御と促進）することにより、老化、

がん、生活習慣病の防御・予防効果をもた

らすバイオ素材/技術の研究開発を行う。 

・ 酸化ストレス誘導性の生体傷害/細胞死

防御法の探索 

・ 老化細胞制御に関する研究 

・ 細胞内レドックス制御に基づくがん細

胞特異的な抑制作用に関する研究 

・ ビタミンC輸送調節メカニズムの解明 
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応 
 

用 
 

生 
 

命 
 

科 
 

学 

教 授 菅 裕 
○進化ゲノム情報学 
進化ゲノム情報学特論 
 
hsuga@pu-hiroshima.ac.jp 

今から数億年前、多細胞の動物が単細胞

生物から進化した。その時、ゲノム、すな

わち生物の設計図にはどのような変化が

起きたのか？その変化を実験室で再現す

ることで、単細胞生物を、多細胞生物に

「進化」させることは可能か？世界でも

研究者がほとんどいない珍しい生物「単

細胞ホロゾア」は、動物に最も近縁な単細

胞生物であるが、驚くべきことに動物の

多細胞体制の構築に関わる遺伝子をふん

だんに持っている。こうした「単細胞生物

が持つ多細胞的な遺伝子」の機能を解析

し、動物多細胞化の謎に迫る。 

・ 単細胞ホロゾアが持つ、細胞接着遺伝子
の機能解析                  

・ 単細胞ホロゾアが持つ、細胞間連絡遺伝
子の機能解析 

・ 単細胞ホロゾアが持つ、細胞分化に関わ
る転写因子の機能解析 

・遺伝子導入やゲノム編集による、単細胞
生物の多細胞体への人工的進化 

・ 多細胞性の進化を研究するための、モデ
ル生物と技術の開発 

・ 比較ゲノムの手法を用いた、多細胞性進
化の理論的研究（コンピュータを用い
る） 

教 授 福永 健二 
応用植物科学 
応用植物科学特論 
 
fukunaga@pu-hiroshima.ac.jp 

植物遺伝資源の保全・評価・利用に関する

研究を行っている。遺伝的多様性を形態

やＤＮＡレベルで推定するとともに、有

用遺伝子の単離・解析を行なっている。ま

た、栽培植物の種内の多様化のメカニズ

ムについても解析を行っている。レトロ

トランスポゾンを用いた品種識別マーカ

ーなどにも着手している。 

・ 形態形質やＤＮＡマーカーからみた日

本アワ在来品種の多様性 

・ イネ科穀類のモチ性についての遺伝子

の解析と比較 

・ アワにおけるイネ有用遺伝子ホモロー

グの単離と解析 

・イネ科穀類の形態関連遺伝子のマッピン

グと単離・解析 

・ レトロトランスポゾンを用いた品種識
別マーカーの開発 

教 授 八木 俊樹 
○超分子構造学 
超分子構造学特論 
 
yagit@pu-hiroshima.ac.jp 

真核生物鞭毛・繊毛の運動および構築の

機構を研究する。繊毛は５００種類もの

蛋白質からなる複雑な分子機械である。

構成蛋白質それぞれの機能を明らかにす

るために、特定蛋白質を欠失したクラミ

ドモナス変異株繊毛の運動性と構築過程

を解析する。モーター蛋白質・ダイニンに

重点をおいた研究を行っている。 

・繊毛内に多種類存在するダイニンの機能

の比較解析 

・繊毛運動におけるダイニンの活性制御機

構の解析 

・外部刺激によって変化する繊毛の波形変

換機構の解析 

・ 遺伝子の改変技術を用いた繊毛タンパ

ク質の機能解析 

・太陽虫軸足の短縮機構の解析 

教授 山下 泰尚 
○分子生理学 
分子生理学特論 
 
yamayasu@pu-hiroshima.ac.jp 

哺乳動物卵子の卵胞発育・排卵機構、精子

形成、受精の生理的メカニズムを生化学・

分子生物学的手法を用いて追究する。ま

た、これを基盤とした哺乳動物卵子の新

規体外成熟培養法の確立を目指す。 

・ 哺乳動物の卵巣における卵胞発育・排

卵・卵子成熟機構の解析 

・ 哺乳動物の精巣における精子形成機構

の解析 

・哺乳動物の精子と卵子の受精機構の解析 

准教授 阿部 靖之 
〇生体機構学 
生体機構学特論 
  
abe@pu-hiroshima.ac.jp  

哺乳動物（マウス、ウシ、ブタなど）の卵

子・精子において、分化・発育および細胞

死メカニズムを、組織学的手法を用いて

解明する。さらに、効率的かつ安定的な産

子作出を実現するため、凍結保存法や分

化・発育誘導法などの生殖補助技術を確

立する。 

・卵子における凍結障害の発生メカニズム

解明と新規凍結法の開発 

・精子受精能を制御する因子の探索 

・卵子および精子の人為的な分化、発育誘

導法の開発 

・ 放射線被ばくによる生殖細胞および次

世代に対する影響の解析 

准教授 岡田 守弘 
〇生体ストレス応答学 
生体ストレス応答学特論 
 
okadam@pu-hiroshima.ac.jp 
 
 
 

がんが進行するとがん細胞から離れた臓

器や全身に悪影響が現れる「がん悪液質」

と呼ばれる状態に陥り、予後に悪影響を

及ぼす。遺伝学を用いたがん-宿主連関解

析によってがん悪液質本態の解明を目指

している。 

・がん悪液質におけるカルニチン代謝を制

御する分泌因子の分子機構解明 

・栄養状態を切り口としたがんが全身の生

理状態に与える悪影響の仕組みの解明 

・新規がん悪液質モデルの作出 

 ○英語による授業開講の可能性あり  

分野 職名 
指導教員・担当授業科目・ 

問合せ先 
研究分野の概要 主な研究指導テーマ 
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分野 職名 
指導教員・担当授業科目・ 

問合せ先 
研究分野の概要 主な研究指導テーマ 

生 

体 

機 

能 

制 

御 

学 

教 授 金井 秀作 
運動制御学特論 
 
kanai@pu-hiroshima.ac.jp 
 
 
（博士課程後期のみ） 

古典的な物理的運動制御を最新の運動学

分析を用いて新たな発見を試みる。すな

わち運動学的観点から関節・筋などの運

動制御機能を検証することで、病態運動

制御に対する不明瞭な民間療法の淘汰と

古くて新しい効果的な物理的運動制御方

法の発見に寄与できる研究を行う。 

・ 古典的物理療法および運動療法の効果

検証に関する研究 

・ 運動動作観察による障害科学的分析に

関する研究 

・ 運動学的観点から関節・筋などの運動制

御機能を検証する研究 

・ 運動学的観点からの福祉機器および訓

練機器の効果検証および開発に関する

研究 

○英語による授業開講の可能性あり  
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分野 職名 
指導教員・担当授業科目・ 

問合せ先 
研究分野の概要 主な研究指導テーマ 

食 
 

品 
 

資 
 

源 
 

科 
 

学 

教 授 岡元 英樹 
〇植物栄養管理学 
 
cabo@pu-hiroshima.ac.jp 
 
（博士課程前期のみ） 

植物の健全な生育やストレス耐性向上の

ためには、適切な肥培管理・栽培管理が重

要であり、定期的な土壌診断による土壌

管理も不可欠である。そこで、各植物に適

した土壌、肥料、栽培の管理法について検

討する。 

・土壌診断 

・ストレス耐性 

・肥培管理 

・栽培管理 

教 授 荻田 信二郎 
○植物細胞培養工学 
植物細胞培養工学特論 
 
ogita@pu-hiroshima.ac.jp 

 

植物幹細胞「Plant Stem Cell」の増殖と

分化を自在に制御ための植物細胞工学研

究を行っている。新規細胞培養系および

各種細胞操作技術の確立と応用を目指

す。最近は細胞農業の分野で食用植物細

胞の開発に取り組んでいる。 

・植物幹細胞 

・植物細胞・組織培養 

・細胞農業 

・遺伝子組換・変異による代謝改変 

・組織化学的特長の顕微解析 

教 授 谷本 昌太 
食品加工貯蔵学特論 
 
s-tanimoto@pu-
hiroshima.ac.jp 
 
 
（博士課程後期のみ） 

主に水産物を対象として食品の貯蔵や加

工中に起こる成分変化やその防止法につ

いて研究を行っている。また、魚肉への副

原料添加によるゲル特性の向上を試みて

いる。 

・食品の貯蔵・加工中における品質（主に

臭い成分）変化に関する研究 

・食品の貯蔵・加工中に生じる品質劣化の

防止法に関する研究 

・魚肉タンパク質ゲルの物性制御に関す

る研究 

教 授 朴 壽永 

農業経営学 

農業経営学特論 

 
park@pu-hiroshima.ac.jp 

データに基づく農業経営の課題を解決す

るために、情報処理の手法を開発すると

ともに、脳血流計測によるニューロマー

ケティングの研究を行っている。更に経

営学的観点からスマート農業の開発と普

及、課題に関する研究を行う。 

・ データサイエンス 

・ ニューロマーケティング 

・ スマート農業 

教 授 山本 幸弘 
○応用脂質化学 
応用脂質化学特論 
 
yyamamoto@pu-hiroshima.ac.jp 

酵素化学、脂質化学を中心とした食品化

学。具体的には、酵素の特異性を利用した

有用物質生産や、油脂含有食品の酸化安

定性向上に向けた技術開発に関する研究

を行う。 

・ 酵素的エステル交換反応を利用した機

能性脂質の調製 

・ 乳化系油脂の酸化安定性向上に及ぼす

乳化剤の影響 

・ 未利用資源の有効利用 

准教授 藤田 景子 
果樹園芸学 
果樹園芸学特論 
 
fujitak@pu-hiroshima.ac.jp 
 
 
（博士課程前期のみ） 

環境要因の変化による果樹の影響につい

て、遺伝子発現、二次代謝産物、形態など

様々な観点から分析し、環境応答の制御

機構の解明を目指している。また、これら

の知見を活かした栽培技術も考える。 

・ ブドウのアントシアニン生合成制御に

関わる遺伝子の単離・解析 

・ 着色系ブドウ品種と非着色系ブドウ品

種の外部刺激による二次代謝産物蓄積

の違い 

准教授 馬渕 良太 

食品評価学 

食品評価学特論 

 
mabuchi@pu-hiroshima.ac.jp 

フードオミクスによる食品の品質評価に

関する研究：特にメタボローム解析を食

品の品質評価に応用し、食品の新たな評

価法の開発や地域資源の有効活用を目指

した食品の評価を行う。 

・ メタボローム解析技術に基づいた食品

の品質評価に関する基礎的研究 

・ フードメタボロミクスに基づいた魚類

の品質評価に関する応用研究 

准教授 村田 和賀代 
○ファーミングシステム学           
 
murataw@pu-hiroshima.ac.jp 
 
 
（博士課程前期のみ） 

世界各国の食料生産の相違を技術・政策・

社会などの多角的視点から分析する。更

にその分析を経済開発や社会開発と結び

つけるための方法を考える。 

・ 各国の食料生産技術・政策の比較検討 

・ 世界の食料貿易と管理に関する枠組み

の分析 

・ 社会開発とジェンダー 

○英語による授業開講の可能性あり 
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分野 職名 
指導教員・担当授業科目・ 

問合せ先 
研究分野の概要 主な研究指導テーマ 

食 
 

品 
 

資 
 

源 
 

科 
 

学 

准教授 吉野 智之 
食品製造工学 
食品製造工学特論 
 
yoshino@pu-hiroshima.ac.jp 
 
 
（博士課程前期のみ） 

機能性成分や保存性に視点をおいた食品

の新規な加工技術を探求する。また、食品

製造時の副産物の有効活用法を検討す

る。これらの評価は、生化学的手法および

顕微学的手法により行う。 

・ 食品の機能性評価と開発研究 

・ 食品副産物からの生分解性素材の開発 

・ 生体試料の顕微学的研究 

講 師 川辺 亮 

〇食農マーケティング学 

 

rkawabe@pu-hiroshima.ac.jp 

 

（博士課程前期のみ） 

地域活性化に資する６次産業化・食農マ

ーケティング・地域ブランド・農福連携・

アグリツーリズム等の実践手法及びその

実現要因について、ソーシャル・キャピタ

ル（社会関係資本）や食文化・ガストロノ

ミィ等の視点も交えながら、フィールド

ワーク等をもとに研究・分析・検証・実証

を行う。 

・ 地域活性化に関する研究 

・ 地域活性化に資する６次産業化、食農

マーケティング、地域ブランド、農福

連携、アグリツーリズム、ソーシャ

ル・キャピタル（社会関係資本）、食文

化、ガストロノミィ等の研究 

講 師 谷垣 悠介 

リズム植物生育学 

 
yu-tanigaki@pu-
hiroshima.ac.jp 
 
 
（博士課程前期のみ） 

作物の生育不安定性の解明、 改善を「概

日時計」に着目して研究を行っている。安

定・不安定性の両面をもつ概日時計から

なる生体リズムをオミクスデータから解

析し、 生育と概日時計の関係性を解明す

る。その理論を基に、 作物生育制御技術

の開発を行う。 

・ 作物群落内での植物概日時計の同期・

非同期が生育に及ぼす影響に関する研

究 

・ 植物概日時計の安定性と柔軟性に関す

る研究 

講 師 古山 真一 

施設園芸学 

 

furuyama@pu-hiroshima.ac.jp 

 

 

（博士課程前期のみ） 

温室や植物工場を活用し、中山間地域に

適した施設園芸生産に関する研究を行っ

ている。特に近年は、自作した環境制御シ

ステムを活用した園芸作物の高品質・安

定生産技術の開発や、光・温度などの環境

要因が植物の生育および品質に及ぼす影

響の解明に取り組んでいる。 

・環境制御技術および生体情報を活用し 

た施設園芸の高度化 

・省力化・低コスト化を実現する施設園 

芸生産技術の開発 

・中山間地域に適した園芸作物の栽培特 

性の解明 

○英語による授業開講の可能性あり  
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境 
 

科 
 

学 

教 授 尾崎 則篤 
○環境物質動態学 
 
ojaki@pu-hiroshima.ac.jp 
 
 
 

都市水圏の適切な水質環境管理を目指

し、流域を単位としたさまざまな汚染物

質の気圏・水圏・地圏での動態の把握を

目指している。現在は特に分流式下水道

システムからの予期せぬ汚染物質の動き

とそのリスクを探索している。現地調

査、実験研究、モデリング研究を相互に

組み合わせてより適切なマネジメントの

構築を目指す。 

・分流式下水道管路の老朽化による汚染物

質の漏出 

・老朽化した水道管に非意図的に汚染物質

が入り込む可能性の研究 

・街路樹などの葉っぱの分析による地中の

下水道の漏出による汚染の検知 

・下水処理場の沈殿池からの汚染物質の浮

上 

・汚染物質が太陽光の暴露によって毒性が

増大する可能性の研究 

教 授 大竹 才人 
○環境材料化学 
環境材料化学特論 
 
ohtake@pu-hiroshima.ac.jp 
 

現状の発電効率を遥かに超える太陽電池

を設計するためには、従来とは全く異な

る新原理に基づいた発想が必要となる。

我々は、量子サイズ効果や表面プラズモ

ン共鳴、ペロブスカイト半導体及び強相

関電子系光機能材料などを活用する超高

効率な次世代型太陽電池に取り組む。 

・ 量子ドット太陽電池 

・ プラズモニクス太陽電池 

・ ペロブスカイト構造半導体による光機

能材料設計 

・ 光機能性を有する強相関電子系金属酸

化物の探索 

・ 軽量かつフィルム状のフレキシブル太

陽電池 

教 授 小林 謙介 
環境マネジメント工学 
 
kensuke@pu-hiroshima.ac.jp 
 
 
（博士課程前期のみ） 

ライフサイクル思考に基づいて、様々な

評価対象（製品やサービス、社会システム

など）において、CO2排出量などの環境負

荷の削減策を検討し、循環型社会の構築

に資する研究を実施する。また、環境影響

評価において、その土台となる評価手法

や、評価に用いるデータベースの研究・開

発なども行う。 

・資源の有効利活用に関する研究（特に建

築材料など） 

・環境負荷（CO2 排出量等）の削減に関す

る研究 

・LCA データベースの維持・管理・拡充に

関する研究 

・ LCAにおける評価精度に関する研究 

教 授 橋本 温 
○環境リスク学 
環境リスク学特論 
 
atsushi@pu-hiroshima.ac.jp 

飲料水の微生物学的なリスクを低減し、

安全性を確保するためには、浄水処理や

消毒などによる微生物の制御とモニタリ

ングが必要であり、両者の観点からの研

究を行う。 

・ ウイルス・原虫・糞便汚染指標細菌の検

出定量法とその挙動 

・ ウェルシュ菌によるソーストラッキン

グ 

・ 定量的微生物リスク評価（QMRA） 

教 授 米村 正一郎 

〇大気環境学 

大気環境学特論 

 
yone@pu-hiroshima.ac.jp 

大気は生物現象のインターフェースであ

り、大気と生命圏との関係に関する研

究、特に生態系（およぼその構成要素で

ある土壌、植物）などのガス交換過程を

調べ、大気現象および環境・生命現象解

明や応用的知見を得る研究を行ってい

る。 

・ 大気環境測定、生物環境測定 

・ 凍土の温室効果ガスの放出過程と凍土

分解 

・ 土壌から放出されるN2OおよびNOxの反

応速度推定と窒素循環過程の解明 

・ 植物のガス交換 

・ 生分解性プラスチックや土壌有機物の

分解速度測定と土壌炭素管理 

・ ガス交換を通したミミズなどの土壌動

物の動態・生態系機能解明 

・ 以上の現象のモデリングと総合環境評

価 

准教授 青栁 充 
○環境高分子化学 
環境高分子化学特論 
 

aoyagi@pu-hiroshima.ac.jp 

光合成を起点とする高度循環型高分子複

合体であるリグノセルロース組成（植物

バイオマス）の構成高分子物質（リグニ

ン、セルロース、ヘミセルロース）誘導

体の構造解析と物性評価をおこなう。そ

の解析・評価を通じて生態系内での炭素

循環の仕組みを分子論的に解釈し、素

材・材料への適用を検討する。物理化学

的手法を解析に適用し、化学構造、高次

構造、相互作用等の複合的な解析を行

う。 

・ リグニン単離法による縮合構造変化の

光化学的解析と応用 

・ リグニン由来高分子材料の調製と物性

評価 

・ リグノセルロース由来の循環型高分子

物質の合成と構造・物性評価 

・ リグノセルロース由来高分子の相互作

用の評価 

・ リグノセルロース組成の素材化 

・ リグノセルロース由来高分子が有する

各種物性の物理化学的評価・解析 

mailto:kensuke@pu-hiroshima.ac.jp
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准教授 小関 良卓 
〇環境機器分析学 
環境機器分析学 特論 
 
koseki@pu-hiroshima.ac.jp 
 
 
 

貴金属や有機溶媒を使用しない環境調和

型有機合成技術の開発や、バイオマス資

源を原料として有用化成品へと変換する

合成技術の開発を通じて、環境にやさし

い有機合成手法を確立する。また、有機ナ

ノ粒子を用いた環境分析に関する研究も

行う。 

・ 水を溶媒としたカップリング反応の開

発と反応機構の解明 

・ セルロース、リグニンの分解による低分

子化反応の開発と有用化成品への変換 

・ 有機ナノ粒子を用いた環境分析法の開

発 

・ 生体内有機合成 

准教授 内藤 佳奈子 
水圏環境化学 
水圏環境化学特論 
 
naito@pu-hiroshima.ac.jp 
 
 
（博士課程前期のみ） 

赤潮やアオコが発生しうる閉鎖性水域を

対象として、水質動態の把握に関する調

査研究を行っている。また、植物プランク

トンの増殖における微量金属（とくに鉄）

の役割解明について分析化学的な手法を

用いて取り組んでいる。 

・ 微細藻類の鉄取り込み機構の解明 

・ 赤潮原因藻類の生理・生態学的特性の解

明 

・ 閉鎖性水域の微細藻類と微量金属の動

態把握 

・ 培養困難な有害藻類に対する人工合成

培地の開発 

准教授 西本 潤 
○無機分析化学 
無機分析化学特論 
 
nishimoj@pu-hiroshima.ac.jp 

溶媒抽出、固相抽出、沈殿分離あるいはイ

オン交換による有害物質と有用物質の分

離分析について研究を行う。また環境中

における無機物質の物質循環について研

究を行う。 

・ 焼却灰や廃液からの金属の回収 

・有明海の干潟における無機物質の挙動 

○英語による授業開講の可能性あり  
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教 授 折本 寿子 
環境システム評価分析学特論 
 
orimoto@pu-hiroshima.ac.jp 
 
 
（博士課程後期のみ） 

自然界における実際の環境現象は、さま
ざまな要因が複雑に関連して、不規則な
変動形態や不確実な特性を示すのが常で
ある。このような実環境現象である、環
境騒音・振動の推定・予測・評価に対し
普遍的に適用できる評価分析法を、シス
テム論的手法の観点から研究を行う。 

・ 構造未知の音環境システムに対する確

率システム理論に基づく状態推定 

・ 環境システムに対するファジィ理論の

援用による同定・分析 

・ 確率的情報処理による環境評価と予測 
・環境データに対する高次相関情報活用
による時系列分析と非線形回帰分析 

教 授 重安 哲也 
環境災害情報特論 
 
sigeyasu@pu-hiroshima.ac.jp 
 
 
（博士課程後期のみ） 

自然災害発生時には、常設の通信基盤も

損傷する可能性が高く、そのような場合

は被災状況の把握が困難となる。そのた

め、そのような状況下においても迅速に

被災地の周辺環境の状況を把握し、被災

者支援や災害対応を可能とする ICT シス

テムの研究開発を行う。 

・ 遅延/切断耐性（DTN）技術を活用した

常設通信基盤に依存しない被災情報収

集アルゴリズムの開発 

・ 災害の影響を受け通信状況が脆弱とな

った通信基盤に情報指向型（ICN）技術

を導入することで、収集済みの被災情

報の配信・共有をシステムに負荷を掛

けずに実現するアルゴリズムの開発 

・ 被災時の災害対応を支援するICTシス

テムの開発 

教 授 冨田 哲治 
環境データ統計解析特論 
 
 
ttetsuji@pu-hiroshima.ac.jp 
 
 
（博士課程後期のみ） 

環境分野の課題解決においてエビデンス

に基づく意思決定をするには、収集され

たデータを適切に解析し、傾向や因果関

係を明らかにする統計的手法が不可欠で

ある。そのため、環境分野における多様な

データを対象に、統計解析や地理空間解

析などの複数のアプローチに基づく課題

解決のための研究を行う。 

・ 経時データに対する時間変化係数を導

入した統計モデルに基づく統計的推測

法の開発と実データ分析への応用 

・ 空間データに対する空間変化係数を導

入した統計モデルに基づく統計的推測

法の開発と実データ分析への応用 

・ 統計データとGISデータを組み合わた

データ分析法の開発と実データ分析へ

の応用 

教 授 韓 虎剛 
環境知能システム特論 
 
hhan@pu-hiroshima.ac.jp 
 
 
（博士課程後期のみ） 

システム制御理論、ファジィ理論などを

バックグランドに、いくつか環境問題、特

に都市河川水質を取り上げ、そのモデリ

ングについて考察する。また、誤差を考慮

したファジィ予測モデルを用いて、対象

問題の解決方策を提案し、検証する。 

・ 河川水質モデリングとファジィ水質予

測モデルの構築 

・ モデル誤差を考慮したT-S/多項式ファ

ジィシステムとその環境システムへの

応用 

・ システム外乱オブザーバーの構築及び

システム制御への応用 

○英語による授業開講の可能性あり 


